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ABSTRAK 

 

 

Miko Ferdiyan. 2020, Analisis Kesalahan Hatsuon Bunyi “n” pada Mahasiswa 

Nihongo V Universitas Negeri Jakarta. Skripsi. Program Studi Pendidikan Bahasa 

Jepang Fakultas Bahasa dan Seni Universitas Negeri Jakarta. 

 

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui letak, bentuk, penyebab dan 

juga tingkat kesalahan dari pelafalan bunyi “n” dalam dajare bahasa Jepang. 

Karena dalam bahasa Jepang penggunaan bunyi “n” memiliki variasi yang 

beragam disesuaikan dengan bunyi setelahnya. Pada penelitian ini pelafalan yang 

akan dianalisis bukan hanya bunyi segmentalnya saja akan tetapi juga bunyi 

suprasegmental (aksen) yang terdapat dalam kata berbunyi “n”. Penelitian 

dilakukan kepada mahasiswa nihongo V program studi bahasa Jepang Universitas 

Negeri Jakarta sebanyak 60 orang. Teori pelafalan bunyi “n” dan aksen yang 

digunakan pada penelitian ini menggunakan teori Kazuhiro (2011: 62-64). 

Pelafalan bunyi “n” dalam bahasa Jepang dibagi menjadi enam kategori yaitu 

Uvular nasal, bilabial nasal, alveolar nasal, palatal nasal, velar nasal, dan vowel 

nasalization. Kazuhiro (2011: 89) Aksen dalam bahasa Jepang dibagi menjadi 

empat jenis yaitu heiban‟gata, atamadakagata, nakadakagata, dan odakagata. 

Metode pada penelitian ini adalah deskriptif kualitatif. Instrumen yang digunakan 

adalah tes pelafalan dan angket. Teknik pengumpulan data melalui teknik rekam. 

Berdasarkan hasil analisis kesalahan bunyi “n”, kesalahan fonetik berada pada 

kategori “sedang” yakni sebesar 50%. Kesalahan yang paling tinggi terjadi pada 

tiga perubahan bunyi “n” yaitu bunyi palatal nasal sebesar 76%, vowel 

nasalization sebesar 73%, dan velar nasal yang terletak pada pertengahan kalimat 

sebesar 87%. Kesalahan aksen berada pada kategori “tinggi” yakni sebesar 67%. 

Kesalahan yang paling tinggi adalah penerapan aksen odakagata sebesar 80%, 

atamadakagata sebesar 77% dan heibangata 62%. Berdasarkan hasil tes pelafalan 

diketahui bahwa penyebab internal kesalahan berbahasa terjadi karena 

antarbahasa dan intrabahasa. Berdasarkan hasil angket, faktor eksternal yang 

mempengaruhi pelafalan adalah kurangnya materi terkait hatsuon pada proses 

pembelajaran, teknik pengajaran yang kurang sesuai, kurangnya kesempatan 

mempelajari folklore bahasa sasaran melalui media berbahasa Jepang, dan tidak 

adanya native pada proses pembelajaran. 
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Students of Nihongo V Jakarta State University.Thesis. Japanese Language 

Education Study Program in Jakarta State University. 
 

Abstract 

  

This paper is linguistic research of japanese language especially in the phonetic which 

describes the errors analysis of the “n” pronunciation in students who study japanese V at 

the Jakarta State University. The purpose to determine the segmental and suprasegmental 

“n” sound pronunciation errors. Besides that, this research also to find out the cause of 

errors. Therefore, the author use Kazuhiro’s theory about classification of “n” 

pronunciation and accent in japanese. The analysis technique used in this research to 

Tarigan’s theory which explained six stages of analysis: collecting errors data, identifying 

and classifying errors, ranking errors, explaining errors, predicting errors areas, correcting 

errors. Based on the result of the research can be seen that segmental errors (“n” 

pronuncation) are moderate level. Pronuncations that has a high error rate is uvular nasal 

(mid sentence), palatal nasal, and vowel nasalization. Suprasegmental errors (word 

accents) are high level. Types of the japanese accent that has a high error rate is 

odakagata, atamadakagata, and heibangata. Internal causes is interlanguage errors and 

intralingual errors. External cause is lack of discussion about prunoncation, lack of 

oppurtunities to learn prunoncation, learning techniques that are not yet suitable, the 

absence of native as role model when speaking. 

 

Keywords: error analysis, phonethic, pronuncation, accent. 

 



 

v 
 

ジャカルタ国立大学の日本語Ⅴの学習者における 

「ん」という発音のエラー分析 

 

ジャカルタ国立大学 

ミコ・フェルディヤン 

ferdiyanmiko@gmail.com 

概要 

A. 初めに 

 現在、言語を学ぶのは必要なことになっている。従来通りに言語の目的

はご連絡のために使う。しかし、だんだん目的は広がって来る。世界中の

国々と助け合いたり、関連ができたりする目的である。言語がある存在お

かげでは人々がお互いに繋がれる。Wibowo (2001) によると「言語と言

うのは同人口で気持ちと意見を生まれるためのご連絡する道具として使わ

れる恣意的で伝統的な意味を込めたり、滑舌をしたりする（調音器官で作

られる）音声記号の系統である。」と述べている。その理論から、言語と

は今度のグローバリゼーションの時代で国際関係を仲良くするためにきわ

めて重要な役割を果たすと知られている。 

 目的を変化して伴って、多くの人は以外の日常を使う母国語を学び始め

て来る。例えば、様々な言語を積極的に学ぶ一つの国はインドネシアであ

る。ジャパンファウンデーションの調査によると、「世界第二位学習者数

を抱えるインドネシア」と述べている。インドネシアで多くの人が日本語

にを興味高いと言える。 

 日本語が上手になるために四つの言語能力を習得する。一つのは会話で

ある。(Sutedi:45) によると会話能力ではさらに困難なことになる原因は

会話中の時音声を聞いたり、発音したり、アクセントをしたり同時にする

からである。それはこれまでに様々な注目しなければならない学習者問題

である。また、(Najoan:2-3)によると「およそ多くの教師は主観的な理由
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から発音の講義がいまだにやらない」と述べている。インドネシア学習者

の発音能力もなかなか増加しなくなった。そのため、会話中で発音能力を

高める前に間違いこと（エラー）が知られている始まると必要がある。目

標は発音授業に評価する可能である。 

    これまでに日本語の発音と音声学について研究はほとんどない。先研究

では学習者能力と一般的な日本語の音声エラーのを示されている研究があ

るのだろうが細かい所までを検討していない。したがって、本研究では特

別な音声として「ん」のを検討としたい。「ん」の文では発音について研

究である。分析する発音が文節音だけではなく、超文節音である。 

 

B. 問題提供 

研究者は本研究の問題の設定を次のように定式化する 

1. 日本語Ⅴの学習者が「ん」という音声のエラーはどうなるだろうか。 

2. 日本語Ⅴの学習者が「ん」というアクセントエのラーはどう 

なるだろうか。 

3. 音声とアクセントエラーの原因は何のだろうか。 

 

C. 研究方法 

 本研究で研究方法は Tarigan の議論を用いる。Tarigan (2011:64) による

と、エラー分析ための研究では適当な方法がある。このような方法は六に

別れている。第一に、エラーデータを集める。第二に、エラー所を探しく

分類する。第三に、エラー率を位付ける。第四に、エラーを説明する。第

五に、間違い可能性がある部分を予想する。第六に、エラーを直する。 

 

D. 研究結果と分析 

 本研究は２０１９年７月から２０２０年７月までジャカルタ国立大学日

本語学科の 3 年生（日本語 V）の学習者に行われた。研究器具はテストと

アンケートである。このテストは資料がダジャ レ文から用いる。目標は
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発音（「ん」の音声とアクセント）エラーを明らかにする。調査アンケー

トは学習者の状態と外側からエラー原因を見つかることを目的としている。 

 

1. テスト 

テストの結果は二つである。音声とアクセントを分類される。全体的

な結果を以下に示す。 

a) 音声 

「ん」音声の 

分類 

「ん」音声の変化 ユニックの

エラー 
合計 エラー率 

[N] [m] [n] [ɲ] *ŋ+ *ĩ/ũ+ 

口蓋垂音－鼻音 

(中文) 
50 - 2 - - - - 52 87% 

口蓋垂音－鼻音 

(文の終わり) 
- - 2 - - - - 2 3% 

両唇音－鼻音 - - 89 - 76 3 1 169 47% 

歯茎音－鼻音 - - - 7 33 1 - 41 7% 

口蓋音－鼻音 - - 355 - 174 5 12 546 76% 

軟口蓋音－鼻音 - - 34 - - 2 - 36 15% 

母音－鼻音化 4 - 275 6 235 - 6 526 73% 

Total 54 - 757 13 518 11 19 1372 50% 

 

b) アクセント 

番目 
アクセントの 

分類 

形成エラー 
ユニックの

エラー 
エラー率 

平
板
型 

頭
高
型 

中
高
型 

尾
高
型 

削
減 

追
加 

1. 平板型 - 176 413 164 92 7 62% 

2. 頭高型 305 - 267 58 33 30 77% 

3. 中高型 102 14 - 53 27 - 54% 

4. 尾高型 39 38 17 - 1 1 80% 



 

viii 
 

 合計 446 228 697 275 153 38 1837 

 エラー率 60% 7% 67% 

 

2. アンケート 

本研究のアンケートの結果は次のとおりである。 

1. 63% 学習者は「『ん』の発音する可能である」と答えた。 

2. 73% 学習者は「『ん』の発音する時困難である」と答えた。 

3. 68% 学習者は「アクセントを発音する可能ではない」と答えた。 

4. 85% 学習者は「アクセントを発音する時困難である」と答えた。 

5. 68% 学習者は「日本語の発音を用いるのがいまだに慣れていない」

と答えた。 

6. 83% 学習者は「身体状態が元気である」と答えた。 

7. 78% 学習者は「日本語メディアに関心がある」と答えた。 

8. 57% 学習者は「大好きな日本語メディアからほとんどやらない。」

と答えた。 

9. 65% 学習者は「日本人の発音を真似る」と答えた。 

10. 74% 学習者は「読解中で発音しながら文章を読む」と答えた。 

11. 78% 学習者は「日本語のスピーチが学習者の発音能力を高める必

要がある」と答えた。 

12. 95% 学習者は「これまでも発音について議論は足りない」 

と答えた。 

13. 58% 学習者は「日本語学の講義で教授法はいまだに似合って 

いない」と答えた。 

14. 82% 学習者は「母語話者ないから発音能力に影響を与えている」

と答えた。 

15. 100% 学習者は「もっとも似合う発音の教え方は直接練習する」 

と答えた。 

 



 

ix 
 

16. 85% 学習者は「大学の講義からだけでは発音につて勉強して 

もらう」と答えた。 

17. 63% 学習者は「入学する前にも日本語を勉強している」と答えた。 

18. 57% 学習者は「友達は学習者の多くの発音に影響を与えていない」

と答えた。 

19. 80% 学習者は「地域の言語を約用いない」と答えた。 

20. 61% 学習者は「コーランで『ん』の変化に知識があるのは日本語

の『ん』の発音利用方法を助けた」と答えた。 

 

3. 原因 

 この調査でエラー原因は二つ側から見られる。内側と外側である。

細かいことを次のとおりである。内側の原因は二分を分類される。言

語間と言語内という分である。言語間はエラーが起こった干渉からで

ある。干渉は日本語とインドネシア語の間に違うことがあるという意

味である。本研究の違い所は音声記号、文で音声を用い方、アクセン

トのタイプ、音節数である。次に、本研究の言語内は四分を分類され

る。ご説明は次のとおりである。 

1. 過汎化： インドネシア語で音声がないから、別の音声記号を付け

ることになった。このような間違いことは[N]と*ĩ/ũ+にある。それに、

アクセントでは全部の形成エラーである。 

2. ルール制限の無知：文の中に音節の削減と削除である。このような

間違いことは[ɲ]と*ĩ/ũ+にある。アクセントではいまだにピッチアク

セントもどこかに高低が分からず、アクセントが以外の分類になる

エラーである。 

3. ルールの不完全な利用：同様な音声でいまだに慣れないという原因

である。このような間違いことは[n]と[ɲ]と*ŋ+にある。 

4. 概念した仮説の間違い：「ん」の変化ルールをしずに漢字による 

発音する。このような間違いことは[m]と[n] と*ĩ/ũ+にある。 
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外側の原因はアンケートの結果から説明される。アンケートの結果

によると、本研究では学習者が発音について知識がいまだに足りなく、

日本語伝説の時間も少なく、発音を教え方も似合わなく、日本語の母

語話者がもいないという原因である。 

 

E. おわりに 

 「ん」発音エラーについての分析を行った。一般的な発音の結果により、

超文節音（アクセント）にあるエラーは文節音（音声）よりさらに高いで

ある。文節音で学習者が困難な音声は三つに分類された。最初は高い点は

口蓋垂音－鼻音(中文)。次に、口蓋音－鼻音、最後に、母音－鼻音化であ

る。発音された時におよそエラーは歯茎音－鼻音と軟口蓋音－鼻音の音声

になった。超文節音で学習者が困難なアクセントは三つに分類された。尾

高型と頭高型と平板型である。発音された時におよそエラーは平板型と中

高型のアクセントになった。中高型形になるのは違い音節を付けるからで

ある。発音の間違いことは内側を見ると、言語間と言語内という原因であ

る。しかし、言語間で二つの負の転送があるので、言語内が発生になった。

外側を 見ると、学習者の日本語の伝統（発音）はまだ足りないし、教え

方も発音に適当な方法はいまだに明らかにしていない。 
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DAFTAR SIMBOL, LAMBANG, SINGKATAN,  

DAN ISTILAH 
 

Daftar Simbol 

%   : Persen (untuk menunjukan persentase tingkat kesalahan). 

(...)  : Penanda keterangan tahun, halaman, dan sumber pada teori. 

/   : Batas silabel. 

[...]   : Penanda lambang bunyi fonetik. 

\  : Penanda aksen turun pada jenis odakagata. 

“...” : Penanda kutipan teori langsung dan penanda lambang bunyi 

saat dilafalkan. 

H   : High (penanda pitch tinggi pada aksen). 

L   : Low (penanda pitch rendah pada aksen). 

 

Daftar Lambang 

[:]   : Bunyi longvowel (vokal panjang). 

[a], [i], [u], [ɯ], [e], [o] : Bunyi vowel. 

[ɕ]   : Bunyi alveo-palatal fricative. 

[ʣ]   : Bunyi alveolar fricative. 

[ʥ]   : Bunyi alveo-palatal fricative ([ʑ]bercampur dengan bunyi [d]). 

[h]   : Bunyi glotal fricative. 

[k], [g]   : Bunyi velar plosive. 

[m]   : Bunyi bilabial nasal. 

[n]   : Bunyi alveolar nasal. 

[ɲ]   : Bunyi palatal nasal. 

[N]   : Bunyi uvular nasal. 

[ŋ]   : Bunyi velar nasal. 

[p], [b]   : Bunyi bilabial plosive. 

[Q]   : Bunyi geminate consonant (konsonan rangkap). 

[ɾ]   : Bunyi alveolar tap or flap. 

[ʨ]   : Bunyi alveo-palatal fricative ([ɕ]bercampur dengan bunyi [t]). 

[t], [d]   : Bunyi alveolar plosive. 

 [ũ/ĩ]   : Bunyi vowel nasalization. 

[w], [y]   : Bunyi semivowel. 
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Daftar Singkatan 

IPA   : International Phonetic Association 

OJAD   : Online Japanese Accent Dictionary 

 

Daftar Istilah 

Dajare  : Salah satu jenis permainan kata dalam bahasa Jepang 

Alveolar : Konsonan yang dihasilkan jika titik artikulasi berada pada 

rongga gigi. 

Alveolum  : Rongga gigi. 

Alveo-palatal : Bunyi yang dihasilkan jika titik artikulasi berada antara rongga 

gigi dan langit-langit rongga mulut. 

Bilabial   : Konsonan yang dihasilkan jika titik artikulasi berada pada bibir 

Fricative  : Bunyi desis. 

Geminate consonant : Bunyi konsonan yang ditekankan dengan melafalkan bunyi 

konsonan sejenis setelahnya. 

Glotal : Konsonan yang dihasilkan jika titik artikulasi berada pada 

rongga pita suara. 

Labium   : Bibir. 

Longvowel : Bunyi vokal yang dilafalkan lebih panjang dengan melafalkan 

satu vokal setelahnya. 

Nasal   : Bunyi dengung. 

Nasalization  : Proses untuk membuat bunyi bahasa menjadi dengung. 

Palatal : Konsonan yang dihasilkan jika titik artikulasi berada pada 

langit-langit rongga mulut. 

Palatum  : Langit-langit rongga mulut. 

Pitch   : Titik tinggi dan rendahnya nada. 

Plosive   : Bunyi letup.  

Semivowel  : Konsonan yang pelafalannya mirip seperti bunyi vokal. 

Tap or Flap  : Bunyi sentuhan. 

Uvula   : Tekak (bagian paling belakang rongga mulut). 

Uvular  : Konsonan yang dihasilkan jika titik artikulasi berada pada tekak. 

Velar : Konsonan yang dihasilkan jika titik artikulasi berada pada 

langit-langit mulut bagian belakang mulut. 

Velum   : Langit-langit mulut bagian belakang. 
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Vowel   : Bunyi vokal. 

Heiban‟gata : Kategori Jenis aksen dalam bahasa Jepang yang tidak memiliki 

inti aksen (datar). 

Atamadakagata : Kategori Jenis aksen dalam bahasa Jepang yang memiliki inti 

aksen pada awal kata. 

Nakadakagata : Kategori Jenis aksen dalam bahasa Jepang yang memiliki inti 

aksen pada pertengahan kata. 

Odakagata : Kategori Jenis aksen dalam bahasa Jepang yang memiliki inti 

aksen pada akhir kata. 
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DAFTAR LAMPIRAN 

 

Lampiran 1 Expert Judgement  

Lampiran 2 Absensi Sampel 

Lampiran 3  Distribusi Soal 

Lampiran 4  Instrumen Penelitian 

Lampiran 5  Kisi-Kisi Penelitian 

Lampiran 6  Transkrip dan Rekapitulasi Hasil Rekaman Hatsuon Sampel 

Lampuran 7  Transkrip dan Rekapitulasi Tingkat Kesukaran bunyi “n” menurut 

responsden 

Lampiran 8 Rekapitulasi Hasil Tes Pemahaman Bunyi “n” Sampel 

Lampiran 9  Dokumentasi 

 

 

 

 

 

 


